
I Pad等で歩行の様子を動画を「撮る」だけで、
簡単歩行分析し、理学療法士の知見を基に開発
されたAIが現場のアセスメントを支援します。

とは？
トルトは、高齢者に対し自立支援サービスを提供
する関連事業者（介護サービス事業者、医療機関、
福祉用具供給事業者等）をAIでサポートするアプ
リです。AIによる歩行分析と関係者間での情報連
携により、利用者様やご家族へのより良い提案を
支援できます。

の特徴

特別な機器不要で誰でも簡単にできるAIによる歩行分析。機能訓練の専門家であ
る理学療法士の視点や論文に基づく転倒リスクに関する4つの指標（速度・ふらつ
き・リズム・左右差）で歩行を解析してくれます。
操作はI Pad等で3～５ｍの歩行の動画を「撮って」アップロードするだけ。2分

後にはAIが解析結果を分かりやすいシートに作成してくれます。
解析結果（コミュニケーションシート）は印刷して利用者様や御家族、ケアマネ

ジャー様へ「リハビリ経過報告書」としてお渡しします。メールやLINEで共有も可
能です。

※リハビリ報告書（コミュニケーションシート）の詳しい内容については、裏
面と２枚目をご覧ください。

を令和4年11月より導入！！



速度/ふらつき/リズム/左右左の4つの項目で評価します。

ポイント①
歩容解析AIの結果から
誰でも簡単に自宅で実
践できる運動トレーニ
ングをご提案（10種
類）。

ポイント②
ご利用者の状態に合わ
せて安心して実践でき
るよう、座位・立位の
両方をご用意。

※2枚目に「リハビリ
経過報告書」の記載例
があります。

コミュニケーションシート

速度
5mを何秒で歩けるかを表す。
秒数が短いほど良く、3.85秒より速いと良
い歩行状態。

リズム
歩行のテンポのばらつきを表す。
値が低いほどリズムの良い歩行状態。
5%未満で安定した歩行状態。

ふらつき
頭と体の左右への揺れの大きさを表す
大・中・小・無しの4段階。
ふらつきなしまたは小がバランスの取れた
歩行状態。

左右差
左右の足で支える時間の割合を表す。
左右とも50%に近いほど良い歩行状態。

どの項目の数値も、値が小さいほど良く、
１〜５のスコアについては、スコアが高いほど良い。

おすすめ運動

歩行解析の結果から運動トレーニングを提案



（例）
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